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 こんにちはタイ留学中の井口です。タイは一年の中で 4 月が一番暑いらしく、

周りの人は「最近暑くなってきたな〜」や「タイが本気出し始めたぞ」とか言っていま

すが、私の体感的には去年の 8 月にきた時と特に変わりなく一定して暑いです。ちなみ

に人生で一番暑かった思い出は、去年の夏に授業の一環で勝山にフィールドワークに行

って街を半日歩き回ったことです。タイは日差しが強いですが、福井の夏のように汗が

吹き出るような蒸し暑さではないです。 

 

＜タイお役立ち情報 ~カード編~＞ 

 先月はタイの乗り物について書いたので、今回は持っていると便利なカー3 選

を紹介したいと思います。まず一つ目は「ラビットカード」です。これはバンコクの主

要な交通手段である BTS（スカイトレイン）の IC カードです。Adult, Student, Senior(60

歳以上)の三種類があり、ネットによると Adult 以外はタイ人専用らしいですが、学生

証を見せることで留学生も Student のカード買うことができます。何が違うのか友達に

聞いてみたところ、Adult のカードより少し安いらしい。使い方は駅の窓口でチャージ

したい金額を渡してチャージしてもらうだけです。BTS は初乗り 15 バーツからスター

トして、4 駅乗ると 25 バーツ、6 駅乗ると 31 バーツ、10 駅乗ると 42 バーツになり、

基本６駅以内しか乗らないのでいつも 100 バーツ（350 円）ずつチャージしています。 

 次に紹介するのは「チュラの学生証」です！ただの学生証ではなく色々と機

能がついていて最近その恩恵を預かっているので紹介します。まず一つ目はシンプルに

学生証としての役割です。普通のものと変わらず図書館やジムの入り口で必要になりま

す。しかし、チュラのアプリで個人個人に QR コードが発行されるので、それがあれば

図書館やジムのゲートは通ることができます。二つ目は Kasikorn Bank とカードが連携

しており、VISA カードして使える点です。しかも ATM から引き出すときの手数料は

無料。先日銀行のお金も手持ちのお金も尽きたことがあり、もしものために K bank に

振り込んでいた 7000 バーツを少し下ろして生き延びることができました。ちなみに普

通のカードで降ろすと手数料は一回 770 円もかかります。そして最後の機能は MRT

（地下鉄）の IC カードとして使える点です。MRT カードは別に存在しますが、チュラ



生は学生証についているのでわざわざ買う必要がありません。使い方は BTS のラビッ

トカードとほぼ一緒です。 

 最後に紹介するカードは「M pass」です。このカードを紹介するためだけに

今月は便利なカード三選の紹介をやったと言っても過言ではありません。このカードが

あればなんと月額 300 バーツ（1050 円）で、映画館で映画見放題という魔法のカード

です。日本で一本観るよりも安い価格で 1 ヶ月間無限に映画を楽しめてしまいます。ち

なみに同じ映画館で同じ映画は一回しか観られませんが、一回観られれば十分なので問

題ありません。先日、映画好きの友達と映画館に行った時に作ったのですが、もっと早

く知っていたら何十回留学中に映画館に来られただろうと思いました。タイ留学する人

はぜひ作るべき、無限に映画観れるし無限に友達映画に誘えます。 

 

＜最近の暮らし＞ 

 履修している授業は相変わらず楽しいです。先日は午前の Food Culture の授

業で調理師学校に見学に行きみんなでチョコを食べ、午後の Organic Gardening で畑で

肥料作っている時にクセの強い授業しかとってないなと笑えてきましたが、これはこれ

でいいかなと開き直りました。自分の興味ある分野は今のところ食文化なので毎回の授

業はとても刺激的です。 

 週末は外に人が多いので引きこもりがちですが、最近は日本人向けのキャリ

アイベントや日本人学生会のイベントに参加しました。バンコクに留学するメリットと

してはそのようなイベントを通してバンコクで活躍する方々にお会いできる点だと思

います。毎回行く前は緊張してかなりナーバスなのですが、参加後は新しい知識や視点

を学べた満足感に満たされます。 

 平日は大学の留学生向けのイベントに参加したり、友達と勉強したり、ジム

に行ったりしています。基本自分はオープンな性格ではありませんが、周りの明るい友

達のおかげで楽しい留学生活が送れています。日々周りの友達に感謝しかありません。

（最近は写真は撮らないので猿の大軍とジム後のアイスを貼っておきます。） 


